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４ １クラス当たりの児童生徒数について

（１）学級編制基準（富山県：少人数教育推進事業）

国は、小学校において令和３年に小２を３５人として、以降年次進行し、令和７年

に全学年で３５人学級を実施する。

富山県では、国より２年先行して令和５年度までに、公立小学校の全学年を段階的

に１学級３５人以下に引き下げる。（令和３年度は、小学校３、４年生で実施）

■富山県の少人数教育スケジュール

複式学級（２つ以上の学年で構成される学級）の場合

・小学校 １５人（１年生を含む場合８人）

※国の基準 １６人（１年生を含む場合８人）

・中学校 ８人

学年
小学校 中学校

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

Ｒ２ 35人 35人
35人
選択制

40人 40人
35人
選択制

40人 40人

Ｒ３
35人
国対応

35人 35人
40人 40人

Ｒ４
35人
国対応

35人 35人
40人

Ｒ５
35人
国対応

35人 35人

Ｒ６
35人
国対応

35人
県先行

Ｒ７
35人
国対応

県先行

県先行

県先行

↓

現行制度を継続

国より

2年先行
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（２）１クラス当たりの児童生徒数

市内の小中学校は省令等に基づき学級編制しており、１クラス当たりの児童生徒

数が規定を上回っている例はありません。

一部の小学校において、低学年の一部の学年のみ複数の学級編制になっている例

がありますが、進級に従い１学年１学級に移行する場合があります。

■市内小学校の１クラス当たりの児童数（Ｒ3.4.1 現在） ( )は昨年度

※「砺波市内小学校一覧」より

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 支援級 合計

出町小 29 32 28 37 33 28 18 445

(444)30 34 27 36 32 27

27 27

庄南小 19 17 23 30 38 27 17 188

(201)17

砺波東部小 28 27 30 35 34 37 22 595

(615)30 28 30 35 34 36

28 28 30 33 34 36

砺波南部小 31 33 19 29 37 33 10 211

(218)19

砺波北部小 25 26 30 32 32 28 19 417

(416)27 26 29 34 33 28

24 24

庄東小 21 25 26 21 39 20 10 204

(208)21 21

鷹栖小 20 27 22 23 25 23 5 145

(152)

庄川小 25 31 34 19 21 31 11 213

(234)20 21



12

■市内中学校の１クラス当たりの生徒数（Ｒ3.4.1 現在） ( )は昨年度

※「砺波市内中学校一覧」より

１年 ２年 ３年 支援級 合計

出町中 35 36 35 21 662

(669)36 37 35

36 37 33

36 38 35

35 37 34

35 37 34

庄西中 36 34 33 18 467

(494)36 34 34

35 35 34

35 35 33

35

般若中 25 32 39 2 98

(102)

庄川中 22 24 26 3 146

(155)22 23 26
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５ 学級数について

市内小中学校の通常学級数を平成２２年から令和３年までを見ると、その年度や学

校別により増減や幅は異なりますが、小学校、中学校ともに減少傾向が見られます。

これは、これまで１つの学年で複数の学級を編制していたものが、児童生徒数の減

少等により１学年１学級に移行していることも要因に挙げられます。

なお、市内の小学校では６学級未満、中学校では３学級未満の学校はなく、「複式学

級」の編制は行っていません。

※複式学級とは…児童生徒が著しく少ないか、その他特別の事情がある場合において

数学年の児童生徒を１学級に編制したクラスのこと。

単位：学級数

※「砺波市内小学校一覧」「砺波市内中学校一覧」より（各年４月１日現在通常学級数）

令和４年以降は、令和３年４月１日現在の年齢別人口を基にした推計値
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※「砺波市内小学校一覧」より（各年４月１日現在通常学級数）

令和４年以降は、令和３年４月１日現在の年齢別人口を基にした推計値

単位：学級数

17

18

16

13 13 13 13 13 13

15

14 14

17

18 18 18 18 18

9 9

10 10

9

8

7 7 7

6

7 7

6 6 6 6 6 6

20

22

21 21 21

22

23

21

19 19

18 18

19 19

18 18 18

17

10

11

10

11 11 11 11 11

10

8

7 7

9

8 8

7 7 7

17 17

14

12 12

13 13 13 13

12

13

14 14 14 14 14 14

12

9 9

7 7

8

7

9 9

10

9 9

8

7 7

6 6 6 6

6

7 7

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

13 13

12 12 12 12

11 11 11

10

9

8

9

8

7

6 6 6

0

6

12

18

24

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9

市内小学校の通常学級の推移（学校別）

出町小 庄南小 砺波東部小 砺波南部小 砺波北部小

庄東小 鷹栖小 庄川小



15

単位：学級数

※「砺波市内中学校一覧」より（各年４月１日現在通常学級数）

令和４年以降は、令和３年４月１日現在の年齢別人口を基にした推計値
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６ 小中学校の規模について

学校は、児童生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋

琢磨することを通じて、一人一人の資質や能力を伸ばしていく場です。

また、小中学校で学ばなければならないことは、以下のように法律に規定されてい

ます。

学校教育法（要約）

小学校の目的

心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通教育のうち基礎的なものを施すこ

とを目的とする。

小学校の目標

① 学校内外における社会的活動を促進し、自主、自律及び協同の精神、規範意識、

公正な判断力並びに公共の精神に基づき主体的に社会の形成に参画し、その発展に

寄与する態度を養うこと。

② 学校内外における自然体験活動を促進し、生命及び自然を尊重する精神並びに環

境の保全に寄与する態度を養うこと。

③ 我が国と郷土の現状と歴史について、正しい理解に導き、伝統と文化を尊重し、

それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うとともに、進んで外国の

文化の理解を通じて、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う

こと。

④ 家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、産業その他の事項について

基礎的な理解と技能を養うこと。

⑤ 読書に親しませ、生活に必要な国語を正しく理解し、使用する基礎的な能力を養

うこと。

⑥ 生活に必要な数量的な関係を正しく理解し、処理する基礎的な能力を養うこと。

⑦ 生活にかかわる自然現象について、観察及び実験を通じて、科学的に理解し、処

理する基礎的な能力を養うこと。

⑧ 健康、安全で幸福な生活のために必要な習慣を養うとともに、運動を通じて体力

を養い、心身の調和的発達を図ること。

⑨ 生活を明るく豊かにする音楽、美術、文芸その他の芸術について基礎的な理解と

技能を養うこと。

⑩ 職業についての基礎的な知識と技能、勤労を重んずる態度及び個性に応じて将来

の進路を選択する能力を養うこと。
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そのため、小中学校では一定の集団規模が確保されていることが望ましいとされて

おり、学校教育法施行規則にも標準的な学級数が規定されています。

また、学級数により学校規模が分類されています。

■学級数による学校規模の分類

※「公立小・中学校の国庫負担事業認定申請の手引き」ほか

■市内小学校の学級数（Ｒ3.4.1 現在）

中学校の目的

小学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、義務教育として行われる普

通教育を施すことを目的とする。

中学校の目標

小学校の目標に同じ

過小規模校 小規模校 適正規模校 大規模校 過大規模校

小学校 １～５ ６～１１ １２～１８ １９～３０ ３１以上

中学校 １～２ ３～１１ １２～１８ １９～３０ ３１以上

学校規模 学校名 ※○数字は学級数

過小規模校

小規模校 庄南小⑥、砺波南部小⑥、庄東小⑧、鷹栖小⑥、庄川小⑦

適正規模校 出町小⑭、砺波東部小⑱、砺波北部小⑭

大規模校

過大規模校

学校教育法施行規則（要約）

小学校の学級数

小学校の学級数は、１２学級以上１８学級以下を標準とする。

ただし、地域の実態その他により特別の事情のあるときは、この限りでない。

中学校の学級数

小学校の学級数を準用する。
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■市内中学校の学級数（Ｒ3.4.1 現在）

学校規模 学校名 ※○数字は学級数

過小規模校

小規模校 般若中③、庄川中⑥

適正規模校 出町中⑱、庄西中⑬

大規模校

過大規模校


